
主催:いわて未来づくり機構
お問合せ:岩手県復興防災部復興推進課 TEL:019-629-6945 FAX:019-629-6944 E-mail:AJ0001@pref.iwate.jp

※宮古市から盛岡市までの復路のバス車内で、宮古盛岡横断道路の
解説を行います。

<沿岸報告会プログラム>

■復興現場見学会
■事例報告会

定員30名

定員50名 ※上記30名に
加え20名

復興現場見学会

〒027-0028
岩手県宮古市神林３番１号
TEL 0193-65-7133 ／ FAX 0193-65-7134
交通アクセス:三陸鉄道「宮古駅」から車で約10分

※会場の地図等は、下記URLまたはQRコードから
ご確認いただけます。
https://sanriku-npo.org/sousei/

※三陸鉄道の震災学習列車に関する情報は、こちらから
ご確認いただけます。
https://www.sanrikutetsudou.com/?p=239

※バス参加者限定 事例報告会

ニコニコ生放送「いわて希望チャンネル」
でもご覧いただけます。
https://ch.nicovideo.jp/iwate-kibou

インターネット生配信

令和３年７月４日
1 0 : 2 0 ～ 1 5 : 0 0

日

※現地集合可

■司 会 箱石 文彦 氏（みやこハーバーラジオ 放送担当室⾧）
■事例報告 間瀬 慶蔵 氏（㈱尾半ホールディングス 専務取締役）

山根 千春 氏（浄土ヶ浜旅館 女将）
佐々木 勝利 氏（宮古市産業振興部水産課 課⾧）

13:30 ～ 15:00
事例報告会

（宮古市地域創生センター４階多目的ホール）10:20 ～ 11:40 三陸鉄道の震災学習列車
（鵜住居駅～宮古駅区間に乗車）

■解 説 三陸鉄道㈱ 山野目 真 旅客営業課⾧

宮古市の上空から撮影

※上記バスに
乗車する方限定

※ 定員に達し次第、募集終了
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申込方法 下記のいずれかの方法で申込みください。

Ｅ-ｍａｉｌで申込み

件名を「第１回いわて復興未来塾」として、下
記の必要事項をご記入の上、申込みください。
■氏名（ふりがな）■職業・所属・団体名等
■住所・電話番号・FAX ■メールアドレス
■参加プログラム（下記申込書参照）
■バス利用の有無（乗車場所含む）

ＦＡＸ又は郵送で申込み

下記の「参加申込書」に必要事項をご記入の
上、申込みください。

※郵送の場合は締切日必着でお願いします。

AJ0001@pref.iwate.jpE-mail 019-629-6944FAX

問い合わせ先

いわて未来づくり機構
（事務局:岩手県復興防災部復興推進課）
〒020-8570 盛岡市内丸10-1
TEL:019-629-6945／FAX:019-629-6944
E-mail:AJ0001@pref.iwate.jp

令和３年６月18日(金)

申込締切

第１回いわて復興未来塾 参加申込書

ふりがな

氏 名
職業・所属
団体名等

〒
住 所

Tel Fax

※ご記入いただいた個人情報は、個人情報保護法に基づき「いわて復興未来塾(今後の開催予定の告知を含む)」以外の用途には一切使用しません。

盛岡発の無料往復シャトルバスのご案内（乗車定員 人）

事
例
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者
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いわて復興未来塾とは

Mail

宮古市出身。昭和35年に創業した浄
土ヶ浜旅館の３代目女将。若女将として、
震災の２年後に営業を再開させた。
観光振興イベントや陸中宮古青年会
議所の活動を通じ、復興が進む宮古市
にお客様が訪れてくれるよう尽力している。

新しい生活様式に配慮した実施について
・参加者の皆様は、検温、マスクの着用、手指消毒等の基本的な

感染症対策の実施をお願いします。
・会場では三密空間を避けるため、座席数を減らし一定の間隔を

保ちます。また、扉を開けるなど換気を行います。
・会場に来られない方でもインターネットでの視聴が可能です。

※定員に達し次第、参加をご遠慮いただくことがあります。
※無料シャトルバス利用者用の駐車場はご用意しておりません。乗車場所には公共

交通機関を使用してお越しください。
※新型コロナウイルス感染状況を踏まえ、内容の変更や県境をまたぐ往来の自粛を

お願いする場合があります。

宮古市田老地区出身。平成27年から
みやこハーバーラジオパーソナリティとして
活躍している。
現在は、朝の生放送「おはよう潮風ラジ
オ」（月~金）、夕方の生放送「ラジオ
サンセット」（月~金）を週替わりで担当。

箱石 文彦 氏
はこいし ふみひこ （みやこハーバーラジオ

放送担当室⾧）

山田町出身。大学を卒業しイオン㈱に
入社。30歳の時にUターン。
びはんは「山田の台所」として、復興の
進捗とともに変化する様々な状況に対応
しながら利便性の向上に取り組み、平成
28年には「オール店」を新規出店。

間瀬 慶蔵 氏
ま せ けいぞう （株式会社尾半ホールディングス

専務取締役）
宮古市が新たな特産化を目指すトラウ
トサーモンの海面養殖などを担当。
東日本大震災からの復興に取り組む水
産加工業を含めた水産業全体の活性化
に繋がるものとして期待されている。
出荷２年目となる今年度、県内外への
流通、ブランド化を一層進める。

佐々木 勝利 氏
さ さ き かつとし （宮古市産業振興部水産課

課⾧）

山根 千春 氏
やまね ち はる

（浄土ヶ浜旅館 女将）
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【往路】盛岡駅西口7:40発 ⇒ 県庁7:55発 ⇒ 鵜住居駅着
鵜住居駅発10:20 ～ 宮古駅着11:40

⇒ (昼食休憩) ⇒ 宮古市地域創生センター(会場)着
【復路】会場15:10発 ⇒ 県庁17:30着 ⇒ 盛岡駅西口17:45着

■当日は、盛岡から現地までの往復バスを運行します。

■座席数に限りがありますので、申込みはお早めにお願いします。

※乗車前の検温、手指消毒、マスク着用にご協力ください。
座席数を減らす等の感染防止を図り運行します。

震 災
学習列車

岩手県公式インターネット番組
ニコニコ生放送「いわて希望チャンネル」
https://ch.nicovideo.jp/iwate-kibou

無料往復シャトルバスの利用及び震災学習列車の乗車を希望
希望する方は、乗車場所を〇で囲んでください。

( 盛岡駅西口 ・ 県 庁 )

※震災学習列車に乗車できるのは、バス利用者のみです。
※事例報告会のみ参加を希望する方は、記入を要しません。
（上記の必要事項のみ記入してください。）

東日本大震災津波からの復興を力強く進めて
いくためには、復興を担う個人や団体など多様
な主体が、復興について幅広く教え合い、学び
合うとともに、相互に交流や連携をしながら、
復興の推進に生かしていくことが求められます。

このため、岩手県内の産学官の連携組織「い
わて未来づくり機構」では、「未来づくり＝人づ
くり」との考え方のもと、「いわて復興未来
塾」を開催しています。


